
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
主
に
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
。
『
・
厚
○
弓
冒
（
一
七
三
六
’
一
七
八
八
）
の
興
奮
学
説
、
Ｐ
胃
①
唖
日
の
『
（
一

七
三
四
’
一
八
一
五
）
の
動
物
磁
気
説
、
両
葛
．
砕
胃
罠
侭
（
一
七
七
五
’
一
八
五
四
）
の
自
然
哲
学
な
ど
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
ロ
マ
ン

派
医
学
の
歴
史
的
評
価
は
、
従
来
殼
誉
褒
賤
相
半
ば
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
殊
に
、
ロ
マ
ン
派
医
学
の
没
落
後
に
勃
興
し
た
自
然
科
学
的
客
観

主
義
の
優
位
が
益
を
明
確
に
な
っ
た
今
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
言
．
序
仔
耳
四
目
（
一
九
三
七
）
、
詞
冒
旨
‐
冒
曾
烏
。
（
一
九
四
三
）
な
ど
に

見
る
如
き
積
極
的
評
価
へ
の
試
み
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
に
し
て
も
、
「
医
学
の
ロ
マ
ン
主
義
者
達
は
、
自
律
の
欠
如
の
た
め
に
失
敗
に
終

わ
っ
た
」
と
い
う
詞
国
．
①
胃
易
。
昼
（
一
九
三
一
）
の
結
論
に
一
例
を
染
る
よ
う
な
否
定
的
評
価
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
既
に
今
世
紀
初
頭
に
遡
る
医
学
的
人
間
学
と
精
神
分
析
学
の
考
想
が
、
第
二
次
大
戦
後
に
至
っ
て
漸
く
医
学

者
の
心
を
捉
え
、
自
然
科
学
主
義
、
客
観
主
義
へ
の
反
省
が
は
じ
ま
る
と
共
に
、
ロ
マ
ン
派
医
学
を
単
に
後
代
の
客
観
的
科
学
主
義
の
視
点
か

ら
一
方
的
に
断
罪
す
る
の
で
は
な
く
て
、
病
め
る
人
間
の
主
体
的
側
面
に
そ
れ
な
り
に
注
意
を
促
し
た
も
の
と
し
て
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
試

承
が
、
各
方
面
で
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
巨
大
科
学
と
、
ハ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
一
段
と
勢
い
を
得
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
も
、

逆
に
む
し
ろ
そ
れ
が
故
に
、
こ
の
流
れ
は
脈
為
と
生
き
続
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
流
れ
は
、
㈲
詩
人
と
は
「
先
験
的
医
師
」
と
述
べ
た

特
別
講
演
Ⅱ

ロ
マ
ン
派
精
神
医
学
の
一
側
面

ｌ
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
・
ケ
ル
ナ
ー
生
誕
二
○
○
年
に
ち
な
ん
で
Ｉ

濱
中
淑
彦
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ｚ
ｏ
ぐ
ぃ
房
（
固
く
、
国
胃
骨
号
①
洞
“
一
七
七
二
’
一
八
○
一
）
、
「
医
師
」
国
葛
．
ぐ
．
砕
胃
雷
侭
（
一
七
七
五
’
一
八
五
四
）
、
い
わ
ゆ
る
「
精
神
論

者
源
育
巨
〈
の
こ
の
．
］
．
。
国
．
国
の
旨
８
房
（
一
七
七
三
’
一
八
三
四
）
、
「
身
体
論
者
留
日
画
鼻
角
」
の
園
ｚ
画
麗
の
（
一
七
七
八
’
一
八
五
一
）

な
ど
を
、
主
と
し
て
人
間
学
の
視
点
よ
り
再
解
釈
し
よ
う
と
す
る
国
．
芹
ぽ
弓
の
侭
。
“
（
一
九
五
九
’
八
五
）
、
○
・
言
◇
昌
画
衝
（
一
九
六
五
）
、

国
．
の
、
砕
冒
日
の
目
唖
（
一
九
六
六
）
、
旨
．
呼
胃
①
鼻
（
一
九
六
八
）
、
］
．
ｚ
２
９
巨
閏
（
一
九
六
九
’
七
一
）
、
の
出
、
圏
朗
の
（
一
九
七
二
’
一
九

七
六
）
、
国
．
牙
｝
且
（
一
九
七
三
）
な
ど
と
、
。
「
無
意
識
」
論
を
は
じ
め
精
神
分
析
学
、
精
神
療
法
、
力
動
的
精
神
医
学
が
成
立
す
る
過
程

で
ロ
マ
ン
派
医
学
、
特
に
腎
胃
匡
晶
な
ど
の
ほ
か
①
、
国
．
呼
冒
｝
〕
・
具
（
一
七
八
○
’
一
八
六
○
）
、
］
・
属
の
目
①
局
（
一
七
八
六
’
一
八
六
二
）
、

。
．
①
．
。
四
目
“
（
一
七
八
九
’
一
八
六
九
）
な
ど
が
果
た
し
た
役
割
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
葛
．
尿
員
吻
呂
昌
曾
（
一
九
五
四
’
六
六
）
、
】
．

ｇ
且
い
○
昌
（
一
九
五
六
）
、
国
．
国
庁
号
①
侭
閂
（
一
九
五
七
’
七
二
）
、
画
国
目
白
唖
（
一
九
五
七
’
六
五
）
、
国
．
辱
（
一
九
六
七
）
、
西
．
評
冒
茸

（
一
九
八
一
’
八
六
）
と
い
っ
た
研
究
者
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ロ
マ
ン
派
医
学
の
問
題
は
、
学
際
的
規
模
（
”
・
甲
ぎ
ぎ
５
回
目

一
九
七
八
な
ど
）
や
精
神
史
的
視
点
（
。
．
①
宮
ａ
ｏ
島
一
九
七
六
’
一
九
八
四
な
ど
）
か
ら
も
全
面
的
に
再
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
例
え
ば

。
．
国
．
評
冒
胃
鳥
の
生
誕
二
○
○
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
八
○
）
な
ど
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
英
語
圏
の
研
究
者
も
参
加
し
て
い

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

所
で
、
一
九
八
六
年
狸

を
占
め
る
』
巨
昌
回
目
、
〆
｜

ご
く
⑪
旨
号
の
洞
に
お
い
て
、

Ｉ
』
尻
の
目
①
胃
“
牙
堅
一

悶
貝
邑
胃
鉤
勿
今
云
主
塵
巴
砿

所
で
、
一
九
八
六
年
は
上
に
挙
げ
た
ロ
マ
ン
派
の
諸
家
の
う
ち
、
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
へ
の
関
心
を
示
し
た
文
人
。
医
師
と
し
て
特
異
な
位
置

を
占
め
る
旨
い
冒
巨
唖
〆
㈹
目
①
葛
の
生
誕
二
○
○
年
に
あ
た
る
の
で
、
彼
の
活
動
の
場
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
地
方
の
小
邑

乏
①
旨
号
①
洞
に
お
い
て
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
学
と
ロ
マ
ン
主
義
恥
心
の
探
究
者
と
医
師
と
し
て
の
ケ
ル
ナ
ー
巨
乱
風
巨
巨
且
嗣
○
目
陣
目
鼻

ｌ
』
尻
。
目
角
ぁ
＆
目
守
鬮
ｏ
胃
胃
匡
且
臂
圃
匡
（
二
／
一
三
、
九
、
一
九
八
六
“
即
の
ぎ
こ
侭
大
学
医
史
学
教
室
・
葛
。
甘
号
の
凋
市
・

閥
⑥
冒
胃
協
会
主
催
）
が
催
さ
れ
、
筆
者
も
出
席
し
て
発
表
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
ロ
マ
ン
派
精
神
医
学
に
お
い
て
彼
が
果
た
し
た

役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干
述
べ
て
承
た
い
。

ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ク
リ
ス
ッ
ィ
ア
ン
・
ケ
ル
ナ
ー
］
巨
昌
ｐ
ｇ
シ
ロ
号
３
塑
皀
］
鳥
目
ご
閃
の
員
扁
戸
．
は
、
ウ
ー
ラ
ン
ト
闇
．
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ｄ
匡
脚
目
な
ど
と
同
じ
く
西
南
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
地
方
出
身
の
後
期
ロ
マ
ン
派
に
属
す
る
文
人
で
あ
り
、
同
じ
ロ
マ
ン
派
で
は
あ
る
が

国
際
人
の
ハ
イ
ネ
罰
．
国
①
旨
の
に
よ
っ
て
「
偉
大
な
る
愚
人
で
あ
る
が
、
最
高
の
将
軍
で
は
な
い
」
（
一
八
三
九
）
と
皮
肉
ら
れ
て
い
る
通

り
、
そ
の
作
風
が
ビ
ー
ダ
ー
マ
イ
ャ
ー
的
な
「
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
派
ロ
マ
ン
主
義
」
と
評
価
す
る
む
き
も
あ
っ
て
、
決
し
て
世
界
、
否
ド
イ
ツ
国

内
に
お
い
て
す
ら
、
万
人
に
よ
っ
て
無
条
件
に
賞
賛
の
的
と
な
っ
た
大
詩
人
と
は
言
い
難
い
が
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
情
感

と
郷
土
色
に
富
桑
、
民
衆
に
と
っ
て
親
し
承
易
い
作
品
の
幾
つ
か
は
、
今
日
な
お
《
《
且
昌
○
鳧
、
置
邑
。
碗
》
》
（
昌
旬
号
の
侭
の
『
一
九
七
○
）
と
し
て
愛

唱
さ
れ
て
い
る
。
晩
年
の
「
最
後
の
花
束
ロ
の
己
①
厨
房
里
胃
の
口
胃
圏
昌
」
に
い
た
る
数
多
く
の
詩
の
中
で
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
両
．
評
言
日
脚
目
目

（
８
．
三
五
）
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
た
「
憧
れ
貝
①
艀
冒
呂
。
胃
」
な
ど
が
佳
作
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
、
散
文
で
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大
学
卒
業
後
の
遍
歴
旅
行
に
着
想
を
得
た
処
女
作
「
旅
の
影
目
①
閃
爵
の
“
。
冨
茸
の
ロ
」
（
一
八
二
）
が
「
こ
の
う
え
な
く
純
粋
、
健
康
な
詩
魂

の
永
遠
に
み
ず
承
ず
し
い
泉
」
（
友
人
の
神
学
者
ロ
圃
鴎
国
呂
一
八
三
九
）
と
し
て
最
高
の
作
品
と
評
価
さ
れ
、
自
伝
「
私
の
少
年
時
代
の

絵
本
ワ
鼬
碗
国
鳥
号
巨
８
画
易
日
①
甘
の
寓
尻
口
号
８
Ｎ
⑦
ど
（
一
八
四
○
）
も
ケ
ル
ナ
ー
ら
し
い
楽
し
い
読
み
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

医
家
と
し
て
の
ケ
ル
ナ
ー
は
ポ
ッ
リ
ヌ
ス
中
毒
に
関
す
る
重
要
な
研
究
（
一
八
二
○
’
二
二
）
な
ど
に
よ
っ
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
精
神
医
学
、
心
理
学
と
の
関
わ
り
は
殊
に
深
い
。
日
興
味
深
い
の
は
、
ケ
ル
ナ
ー
自
身
が
一
二
歳
の
頃
、
神
経
性
胃
腸
障
害
（
震
の
旨
の

画
昌
の
再
ｏ
ａ
ｇ
島
。
胃
両
§
冨
鼻
２
月
胃
ｚ
９
ぐ
①
日
①
旨
句
唖
冒
侭
２
ｍ
愚
）
を
来
し
て
様
灸
な
治
療
を
受
け
た
が
軽
快
せ
ず
、
当
時
の
著
名
な
動
物
磁

気
（
後
の
催
眠
術
）
治
療
家
グ
メ
リ
ン
園
①
日
①
言
（
一
七
五
一
’
一
八
○
四
）
の
加
療
を
受
け
て
初
め
て
回
復
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の

点
は
病
跡
学
の
視
点
よ
り
考
察
の
対
象
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
後
に
彼
が
同
じ
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
地
方
出
身
の
メ
ス
マ

ー
詞
李
員
①
切
目
２
（
一
七
三
四
’
一
八
一
五
）
の
動
物
磁
気
説
自
侭
旨
①
言
い
日
の
画
国
冒
匙
に
関
心
を
抱
い
て
自
ら
も
こ
の
療
法
を
実
践
す
る
よ

う
に
な
っ
た
一
つ
の
契
機
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
晩
年
（
一
八
五
五
）
に
は
ポ
ー
デ
ン
ゼ
ー
湖
畔
の
メ
ー
ル
ス
ブ
ル
グ
冒
の
①
厨
冒
凋
に
メ

ス
マ
ー
の
旧
居
を
訪
ね
て
そ
の
伝
記
（
一
八
五
六
）
を
著
す
こ
と
に
な
っ
た
。
白
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
在
学
中
（
一
八
○
六
）
に
は
、
既

に
発
病
し
て
い
た
精
神
病
の
大
詩
人
へ
ル
ダ
ー
リ
ン
国
国
ひ
ぽ
の
島
昌
（
一
七
七
○
’
一
八
四
三
）
を
、
ア
ウ
テ
ン
リ
ー
ト
教
授
］
・
国
．
国
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少
昌
２
号
弓
（
一
七
七
二
’
一
八
三
五
）
の
指
導
下
で
診
療
し
た
時
期
が
あ
り
、
ま
た
彼
の
多
く
の
賓
客
に
愛
さ
れ
た
ワ
ィ
ン
ス
ベ
ル
グ
の
家

の
心
霊
（
幽
霊
）
塔
胃
冨
。
員
員
目
に
は
、
後
に
精
神
病
に
陥
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
厭
世
の
杼
情
詩
人
レ
ー
ナ
ゥ
ｚ
Ｆ
ｇ
２
（
一
八
○

二
’
一
八
五
○
）
が
し
ば
し
ば
滞
在
（
一
八
三
一
年
以
降
）
し
て
奇
行
を
行
っ
た
が
、
発
病
（
一
八
四
四
）
後
も
ケ
ル
ナ
ー
は
ヴ
ィ
ネ
ソ
デ
ソ

ミ
旨
旨
２
号
園
精
神
病
院
に
彼
を
訪
ね
て
世
話
を
見
た
。
四
一
八
二
四
年
（
三
八
歳
）
に
「
二
人
の
夢
遊
病
者
の
物
語
と
魔
術
的
医
学
と
心
理

学
の
領
域
で
の
体
験
記
ｏ
①
唖
。
匡
。
胃
①
Ｎ
署
①
竜
ｑ
ｍ
ｏ
ｇ
口
四
日
ｇ
］
ｇ
」
を
発
表
し
た
頃
か
ら
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
ィ
ャ
ー
教
授

〆
◇
Ｐ
ぐ
．
園
９
９
日
磐
曾
（
一
七
六
八
’
一
八
五
二
）
と
共
に
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
の
研
究
を
始
め
、
二
年
間
自
宅
に
引
き
取
っ
て
治
療
し
た

「
・
フ
レ
ヴ
ォ
ー
ル
ス
ト
の
女
透
視
者
目
の
い
普
凰
ロ
ぐ
。
目
卑
①
ぐ
◎
胃
」
に
つ
い
て
の
膨
大
な
臨
床
観
察
記
録
（
一
八
二
九
）
を
著
し
て
一
大
セ

ン
セ
イ
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
し
た
後
も
、
最
初
の
バ
ラ
心
理
学
の
雑
誌
と
目
さ
れ
る
「
・
フ
レ
ヴ
ォ
ー
ル
ス
ト
通
信
国
豐
①
周
騨
畠
卑
の
ぐ
。
２
」

（
一
八
三
一
’
三
九
）
、
「
魔
術
文
庫
”
心
霊
学
と
動
物
磁
気
的
並
び
に
魔
術
的
生
活
の
領
域
で
の
観
察
事
実
文
庫
冒
品
時
。
固
」
（
一
八
四
○
’

五
三
）
を
次
々
に
編
集
刊
行
す
る
傍
ら
、
「
最
近
の
想
依
者
の
物
語
》
悪
霊
・
動
物
磁
気
現
象
の
領
域
に
お
け
る
事
実
①
の
唾
。
ゴ
ー
ｏ
言
ｇ
国
①
唖
①
鯛
ｇ
①
旬

旨
２
の
弓
①
局
圃
の
ど
（
一
八
三
四
）
、
「
オ
ル
ラ
ッ
ハ
の
娘
の
物
語
の
①
唖
。
冨
。
胃
①
号
唖
冨
匙
呂
の
易
画
皀
吻
９
－
画
９
」
（
一
八
三
四
）
、
「
自
然
の
夜
の

領
域
の
一
事
実
国
己
の
厚
唖
。
匠
の
冒
巨
侭
凹
易
号
日
ｚ
脚
。
胃
、
号
冒
の
号
罵
ｚ
包
昌
周
」
（
一
八
三
六
）
な
ど
、
精
神
医
学
と
心
霊
学
の
境
界
領
域
の
著

作
を
発
表
し
た
。
⑥
彼
が
趣
味
と
し
て
愛
好
し
た
口
太
鼓
冒
呂
旨
。
日
日
の
一
と
い
う
楽
器
を
、
患
者
に
落
ち
着
き
を
与
え
る
た
め
に
聞
か
せ
た

と
い
う
事
実
は
、
精
神
病
者
の
音
楽
療
法
の
は
し
り
と
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
㈲
晩
年
視
力
が
弱
っ
て
著
作
が
困
難
に
な
り
、
最
愛
の
妻

に
先
立
た
れ
て
抑
鯵
傾
向
を
示
し
た
こ
ろ
、
自
ら
を
慰
め
る
た
め
に
、
当
時
の
子
供
の
遊
び
で
あ
っ
た
イ
ン
ク
し
糸
遊
び
に
興
じ
、
こ
れ
に

自
分
の
印
象
を
ダ
ン
テ
の
神
曲
・
地
獄
編
に
従
っ
て
韻
文
で
書
き
加
え
た
「
ク
レ
ク
ソ
グ
ラ
フ
ィ
園
ｇ
所
。
鳴
秒
も
冨
ｇ
」
（
没
後
刊
行
二
八
九

○
）
は
、
今
世
紀
に
な
っ
て
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
餌
．
詞
。
厨
。
冒
号
（
一
八
八
四
’
一
九
一
三
）
が
心
理
投
影
テ
ス
ト
を
考
案
し
た
時
の
ア
ィ
デ

○
）
は
、
今
世
紀
に
坐

ア
の
一
つ
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
「
ク
レ
「
ク
レ
ク
ソ
グ
ラ
フ
ィ
」

７

を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
欧
米
で
は
既
に
詞
冒
ロ
日
鴨
旨
〕
①
『
‐
阜
画
目
角
（
一
九
四
三
）
を
始
め

（7）



数
多
く
研
究
が
あ
っ
て
、
殊
に
国
．
昌
ｇ
ず
①
侭
の
門
が
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
〈
伝
（
一
九
五
四
）
を
著
し
て
以
来
精
神
科
医
の
間
で
は
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
で
も
国
昌
の
号
の
凋
胃
が
来
日
（
一
九
七
九
）
し
て
「
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
・
ケ
ル
ナ
ー
か
ら
へ
ル
マ
ン
・
ロ
ー
ル
シ

ャ
ッ
〈
へ
」
と
題
す
る
講
演
（
中
井
騨
国
』
①
号
①
侭
①
弓
》
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
研
究
、
二
二
二
二
五
、
一
九
八
○
＆
一
三
諏
一
、
一
九
八
一
）

を
行
い
、
原
典
の
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
（
一
九
八
一
）
が
入
手
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
事
情
も
手
伝
っ
て
、
各
方
面
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
例
え

ば
西
丸
抽
象
す
ず
、
二
九
一
”
九
、
一
九
八
五
、
小
俣
韓
日
本
医
史
学
雑
誌
、
三
二
”
一
八
六
、
一
九
八
六
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
意
味

で
は
ケ
ル
ナ
ー
の
代
表
作
と
も
い
う
べ
き
「
・
フ
レ
ヴ
ォ
ー
ル
ス
ト
の
女
透
視
者
」
に
つ
い
て
は
、
彼
女
が
精
神
病
者
で
あ
っ
た
か
否
か
、
ケ
ル

ナ
ー
の
治
療
的
接
近
の
性
質
な
ど
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
欧
米
で
は
既
に
一
九
世
紀
以
来
数
点
の
解
釈
と
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
今
日
に
至
る
ま
で
な
お
様
女
の
異
論
も
あ
っ
て
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
。
我
が
国
で
は
無
論
、
邦
訳
さ
れ
た
里
２
ヶ
旬
侭
日
の
大
著

展
目
ロ
①
目
唖
８
ぐ
９
国
。
胃
毎
の
ロ
ロ
８
場
。
５
巨
唖
…
…
弓
毒
。
国
冨
。
ご
○
崗
己
首
四
目
ｏ
現
く
ｇ
目
曼
》
》
（
一
九
七
○
卵
木
村
・
中
井
監
訳
、
一
九
八
○
）

に
よ
っ
て
概
略
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
以
外
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
殆
ど
言
及
さ
れ
て
も
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
今
回
は
こ
の
「
力
動

的
精
神
医
学
の
領
域
に
お
い
て
一
人
の
患
者
に
捧
げ
ら
れ
た
最
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
」
（
目
の
号
の
侭
角
）
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
精
神
医
学
史
に

お
い
て
ケ
ル
ナ
ー
が
果
た
し
た
役
割
を
若
干
論
じ
、
か
つ
ロ
マ
ン
派
医
学
の
一
側
面
に
光
を
当
て
て
ゑ
た
い
と
考
え
る
訳
で
あ
る
。

（
京
都
大
学
精
神
神
経
科
）
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